分子の世界の渋滞学 : ガラス転移の物理(第54回物性若手夏の学校(2009年度),講義ノート) by 宮崎, 州正
Title分子の世界の渋滞学 : ガラス転移の物理(第54回物性若手夏の学校(2009年度),講義ノート)
Author(s)宮崎, 州正
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F(k， t) =古川削0)) (1わ





































o 4 8 12 16 20 
特徴は、長時間に渉って台地状のフcラト- kf 
盟1.2:(吋シミュレーンヨ/叶号られた、 2成分液体
が現れ、緩和が 2段階になっている点で の九(k，t)の待問依存件。温度が T= 1.0以ドになる
と、ガラス系に特徴的なブラトー が出現する。 (b)静











































































































































S(k) r dq TT2 M(却)=一一ト-~~ V~(q， k -q)F(lk -ql， t)F(qヲt) (2，2) 



































































δp( r， t) n. 'l"'1 ('l"'1 _1 __ ~ ¥ 1 _ {  ，¥'l"'1 r _L-' I 1_ _ '1 ¥ ( _， 1¥ 1 
一一:.._:_!_=Doマ〈マp(r，t) +一一ρ(r，t)マトdr'v(lr -r'l)p(r'， t)ドfp(rぅt)(2.3) δt -V' l' r ¥ -~ I k
B 
T r ¥ - -1 • .J - -¥1- - 11 r ¥ -'~I j 
である。右辺第一項は、通常の拡散項である。第二項がコロイド粒子関の相互作
用を表している。密度場に対するランダム力ん(rラt)は、以下の性質を満たす。









時)= /"，dt'ω めー(ト2(t')+ f吋 (2.6) 
となる。ここで、 Go(t)= e-μ を裸のプヨパゲータと呼ぶことにする。式(2.6)の
非斉次項に入っている非線形項にこの形式解を繰り返し夜うと、パーテクスにつ
いて震関ができて、

























C(t -t') = (一一)¥δj(t') / (2.10) 
で定義される量である。さて、式(2.9)で高次のダイアグラムを無視した上で、こ
れを数式に翻訳しよう。この式の再辺を、 Go(t)で割ると、 G♂(t)ー (δ/δt+μ)o(め
であるから、
δC(t) /'1(，¥， fO _1~/" (_L ~'\/'It(~，\， f τ=一川十日叫-t')C(か J-=dt' ~G(t -t')C(ず)























j_~dtず臼山山1古丸判2お刻叫c(t一t!仰F μ(X2勺)-V\V/~ \~/ J一∞
と書き換えられる。ここで、部分積分を使った。間様に、式(2.14)の右辺第2項は
l'dt'山一ず)G(ず)
I't 1/'11.1¥ (2.16) 
[t _]_L!" I _L J.'¥ dC ( t')
= 1-_，)¥ Ec(O)C(tト 1-_，)¥Ec(t)C(O)一一一 Idt! Ec(t -t')一一




δC(t) /'IIJ.¥ [t1J.' Lrf， L!¥ dC(t') す =-M(t)-LdtfM(t-f)7 


























ある。これは、様々な密度 φに対し 0.0 
「第54回物性若手夏の学校 (2009年安)J 
n=l 
て、 F(丸t=O)=S(k)で規格化した 10.5 1σ3 10・116?310510710910
F(kぅt)をプロットしたものである。通 詔 2.2:式 (2.1)の解、 f(幻}LF(幻 )/S(k)"ε=協一



































































































均質に分布していることを言うD このことは、ガラ ラスター 状に纏まっていることがわか
る。(ハー バー ド大学の D.A. Weitz 
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